






はじめに

脳性麻痺と重症心身障害の 2疾患は新生児医療と小児神経医療との両面で大きな問題であ

る。これら疾患の新たなる発生率は減少の傾向にあると以前は報告されていたが、最近の

研究の結果では逆に増加の傾向にあり、またそれにともなって生存のため常時医療機関に

おける高度の医療を必要とする児、あるいは在宅で生活が可能であっても在宅酸素療法な

ど高度の在宅医療を必要とする児の存在が顕在化してきていた(1)。この報告の目的は医

療上の必要性のため NICU から家への退院が困難な重度障害児の発生状況について疫学的

立場から検討することである。


